
１．日時： 平成26年6月25日（水）　14:00～16:00

２．場所： 太田川河川事務所　３階会議室

３．出席者

部会長：　中山　隆弘　【広島工業大学　名誉教授】

委 　員：　河合　研至　【広島大学大学院工学研究院　教授】

委 　員：　山田　昌徳 【広島商工会議所　産業・地域振興部長】（欠席）

　　温井ダム管理所、中国技術事務所

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全 8件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ 6件

総合評価方式【技術提案評価型】内訳

審査件数

0件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

2件

4件

6件

2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 2件

総合評価方式【技術提案評価型（S型）】内訳

審査件数

0件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

1件

1件

2件

通信設備

計

工種

ＡＳ舗装

計

計

計

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理所、

工種

一般土木

維持修繕

工種

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会 （第３回）
開催結果の概要



（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 13件

＜審査業務事件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公告・公示前審査）・・・ 2件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

1件

補償関係
コンサルタント業務

1件

2件

１）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 11件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

2件

地質調査業務 1件

土木関係建設
コンサルタント業務

2件

土木関係建設
コンサルタント業務

3件

測量業務 1件

標準型
土木関係建設

コンサルタント業務
1件

簡易型
土木関係建設

コンサルタント業務
1件

11件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 14件 (H26.5.13～H26.5.29開札分)

・ 施工能力評価型 ・・・・・・ 14件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 全 11件 (H25.5.22～H25.6.5開札分)

６．審議における主な意見・質問

別紙、審議における主な意見・質問のとおり

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型

発注契約方式

発注契約方式

計

計

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

一般競争入札
・総合評価落札方式

標準型

総合評価型

簡易型

簡易公募型
プロポーザル方式



別紙

（第３回）審議における主な意見・質問

工事審査

○全体

・特に無し

重要審査（工事）

○江の川門田地区築堤外工事

・工事の変更に伴う変更契約の方法について質問有り。

→当初想定していた以外の状況による変更契約の方法について説明。

・工事内容について質問有り。

→質問のあった工事内容について説明。

・評価項目の評価基準について質問有り。

→質問のあった評価基準の設定方法について説明。

○尾道・松江自動車道吉舎舗装工事

・評価項目の評価基準について質問有り。

→質問のあった評価項目の評価基準について説明。

・試行項目の義務内容について質問有り。

→契約後に受注者が請け負う義務内容について説明。

○温井ダム放流警報設備工事

・工事内容について質問有り

→工事内容について説明。

業務審査

○全体

・申請者の評価結果の理由について質問有り。

→評価内容の理由について説明。

重要審査（業務）

○太田川治水施設地質調査検討外業務

・申請された提案内容の評価結果について質問有り。

→提案された提案内容の評価内容について説明。

※本部会で頂いたご意見ご質問は、今後の総合評価実施での参考とします。



　総合評価審査委員会資料（抜粋）

 



審査対象工事一覧表

平成２６年６月２５日

資料－１

平成２６年度　広島県第一部会（第３回）



◆公告前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧

※下表において、◎は重要審査工事を示す
現場従事
技能者

企業の
技術力

施工能
力

現場担
当技術

者
ｱ） ｲ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア） ア） ア） ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ）

参加資格

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

同
種
工
事
の
実
績

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平

均
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度
）

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安

全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

登
録
基
幹
技
能
者
又
は

建
設
マ
ス
タ
ー

有
効
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

地
元
企
業
の
一
次
下
請
活
用
率

地
元
資
材
の
活
用
率

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
安
全

管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
（

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

◎ 1
三次河川
国道事務
所

一般
土木

C
河
川

江の川門田地区築堤外
工事

工事延長L=80m
築堤盛土V=6,900m3
掘削工　V=2,600m3
法面整形工A=2,700m2
護岸工A=1,500m2
樋門N=1基

堤防の盛土及び護岸の施
工を行うものであり、ブ
ロック張工における積み
上げ時に注意が必要であ
る。

7
一般
競争

Ⅰ型 ○

2
三次河川
国道事務
所

一般
土木

C
河
川

馬洗川畠敷地区環境整
備工事

工事延長L=280m
河川土工N=1式
管理用通路工L=700m
階段工N=3箇所

－ 7
一般
競争

Ⅱ型 ○

3
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車道吉
舎地区第２整備工事

工事延長Ｌ＝約8,050ｍ
舗装工（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ）
A=1,500m2
排水構造物工　１式
区画線工　L=1,000m
境界工　N=15本
張コンクリート　A=500m2
法面工　A=100m2
道路清掃工　１式
除草工　A=500m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工 １式
仮設工 １式

－ 7
一般
競争

Ⅱ型 ○

4
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車道三
次地区第２整備工事

工事延長Ｌ＝約17,280m
路体盛土　V=300m3
舗装工（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ）
A=1,000m2
排水構造物工　１式
区画線工　L=500m
防止柵工　１式
境界工　N=100本
張コンクリート　A=100m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

－ 7
一般
競争

Ⅱ型 ○

5
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車道口
和地区第２整備工事

工事延長Ｌ＝約11,460ｍ
舗装工（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ）A=900m2
排水構造物工　１式
区画線工　L=500m
防止柵工　１式
張コンクリート
A=1,000m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

－ 7
一般
競争

Ⅱ型 ○

6
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
道
路

尾道・松江自動車道高
野地区第２整備工事

工事延長Ｌ＝約15,290ｍ
路体盛土　V=400m3
舗装工　A=600m2
排水構造物工　１式
区画線工　L=500m
張コンクリート　A=100m2
道路清掃工　１式
除草工　A=100m2
応急対策作業工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

－ 7
一般
競争

Ⅱ型 ○

ラ
ン
ク

①
施
工
体
制
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

施工計画

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
要
審
査
工
事

工事名No.
区
分

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容や
サイト特性をわかりやす

く記載すること）

工
事
種
別

　
　
備
　
　
考

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

配置予定技術者の能力
企
業
の
能
力
等
　
計

技
術
者
の
能
力
等
　
計

地元企業活用促
進型

入
札
方
式

工事概要

公
告
時
期
（

月
）

企業の施工実績

評
価
型
区
分

施
工
体
制
確
認
型

施工体制



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点 可 不可

◎ 1
三次河川国
道事務所

ＡＳ
舗装

Ａ
道
路

尾道・松江自動車道吉舎
舗装工事

工事延長　Ｌ＝1,900m
道路土工　１式
車道舗装　  Ａ= 15,400m2
路肩舗装　　Ａ= 3,000m2
排水構造物工　　１式
道路付属施設工　　１式
仮設工　１式

－ Ⅱ型 30 14 1 5 20 70.0 －

◎ 1
温井ダム管
理所

通信
設備

-
河
川

温井ダム放流警報設備工
事

放流警報中継局：1台
放流警報局：19台

－ Ⅱ型 30 14 1 5 20 70.0 -

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

評価点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

工事名

簡易な施工
計画

評価内訳
（社数）

可／不可

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりやすく記載すること）

評
価
型
区
分

加　　　点

⑥
現
場
担
当
技
術
者

（
現
場
担
当
配
置
計
画

）

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
要
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

⑦
地
元
企
業
活
用
促
進
型



審査対象業務一覧表

平成２６年６月２５日

資料－３

平成２６年度　広島県第一部会（第３回）



◇【簡易公募型プロポーザル方式】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

迅
速
性

履
行
保
証
力

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合

は
非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は

非
選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型プロポーザル方式

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

業
務
概
要

備考合
計

事
務
所
名

成績・表彰

予定管理技術者の経験及び能力

成績・表彰

予定照査技術者の経験及び能
力

評価テーマⅡ評
価
テ
ー

マ
資格・実績

NO

予定技術者の経験及び能力

業
務
名

予定照査技術者の経
験及び能力

成績・
表彰

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

資格・実績

業
務
種
別

公
示
時
期

（
月

）

合
計

資格・実績

小
計

参加表明者の経験及び能力

資格・実績 資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

成績・表彰

小
計

技術提案等の適切性

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

小
計

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

実施方針
・実施フロー

・工程・その他

予定管理技術者の経験及び能力

小
計

実施方針

評
価
小
計

内
容

1
三次河川
国道事務
所

灰塚ダム貯水池
周辺施設活用
検討業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、ハイヅカ湖地域ビジョ
ンの活動実態調査を行うととも
に、貯水池周辺施設の利活用及
び管理方法について検討を行うも
のである。

7



◇【簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型 ／簡易型）】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

迅
速
性

地
域
貢
献
度

履
行
保
証
力

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（簡易型）

　本業務は、天満川江波地区外の
工事箇所において、建物の事前
調査及び、事後調査結果を基にし
た費用負担額の算定、費用負担
額の説明資料等の作成を行うもの
である。

71
太田川河
川事務所

天満川江波地区外家
屋調査業務

補償関係コ
ンサルタン
ト

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

合
計

技術提案等の適切性

評
価
割
合

備考

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

内
容

評
価
小
計

小
計

評価テーマⅡ

資格・実績 成績・表彰

小
計

事
務
所
名

資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
名

業
務
種
別

公
示
時
期

（
月

）

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

合
計

予定照査技術者の経
験及び能力

小
計

実施方針
・実施フロー

・工程・その他
成績・表彰

予定照査技術者の経験及び能
力

予定管理技術者の経験及び能力

NO

成績・表彰

予定管理技術者の経験及び能力 評
価
テ
ー

マ

実施方針

予定技術者の経験及び能力

業
務
概
要

小
計

参加表明者の経験及び能力

資格・実績
成績・
表彰

資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

資格・実績



◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式
※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

重要審査
対象業務

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

提出された技術提案書の評価

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価

参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者

事務所名 業務名

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募

型の場合）

業務概要

評価テーマ内容

業務種別

公
示
時
期

（
月

）

5
太田川河川事
務所

太田川治水施設地質
調査検討外業務

地質調査業務
太田川上流域の洪水調節施設候補地周辺
において地質調査及び検討を実施し、堤体
材料採取候補地の選定を行うものである。

備　　　考
（ページ・番号）

N0

1
堤体材料採取地選定のため
の評価手法について

-

2
三次河川国道
事務所

江の川渇水時行動
計画策定業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

本業務は、江の川において渇水時に江
の川渇水調整協議会を開催する場合の
基準、取水制限や灰塚ダム等からの補
給量を調整する基準などを検討し、渇水
時の行動計画の策定を行うことを目的と
する業務である。

5
江の川渇水調整協議会を開
催するための基準に関する留
意点について

取水制限やダムからの補給量
のカット率を設定するにあたっ
ての留意点について

3 土師ダム管理所
土師ダム管理フォ
ローアップ検討業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

　本業務は、「ダム等の管理に係るフォロー
アップ制度」に基づいて、土師ダムの洪水調
節や利水補給の実績及び自然環境や社会
環境への影響に関して、客観的・科学的な
分析と評価を行い、学識経験者から構成さ
れる「中国地方ダム等管理フォローアップ委
員会」の意見を踏まえて「定期報告書」として
取りまとめるものである。

5
土師ダムダム湖における水質
浄化施設の評価に対する留意
点

下流河川の改修状況に応じた
洪水調節流量の検討に対する
留意点



◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   標準型

参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募

型の場合）

N0

1

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

評
価
割
合

提出された技術提案書の評価

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価

評価テーマ

事務所名 業務名

公
示
時
期

（
月

）

業務種別 業務概要

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

備　　　考
（ページ・番号）

太田川河川事
務所

広島西部山系祇園
山本地区砂防堰堤
予備設計業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

砂防堰堤予備設計　　１式 5
施工や維持管理作業の効率
を向上させるための施設配置
計画における留意点

-

2
三次河川国道
事務所

鍵掛峠道路第４橋
詳細設計外業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

本業務は、国道１８３号鍵掛峠道路のうち、広島県庄原市西城町三坂
地内における橋梁詳細設計を行うものである。

5
第４橋における維持管理計画
も含めた工事コストを縮減す
るための着目点について

－



◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

1:1－－

本業務は、適切な道路管理を行うため路面性状測定車を走行
させて路面の性状を調査し、その実態を把握すると共に、合理
的な道路管理と舗装の維持修繕計画の立案を支援する業務で
ある。

54 中国技術事務所 路面性状調査業務 測量業務

1:1－－
本業務は、一級河川江の川水系の管理に係わる測量・設計及
び既設樋門の電動化設計を行う業務である。

53
三次河川国道事
務所

江の川上流修繕測量設
計業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

砂防堰堤詳細設計　　１式 5

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者

評価テーマ

評
価
割
合

参
加
表
明
者
数

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募

型の場合）

業務概要
（履行場所、目的、内容）

備　　　考
（ページ・番号）

技術提案書の評価

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

提出された技術提案書の評価

技
術
提
案
提
出
者
数

N0 事務所名

公
示
時
期

（
月

）

業務名 業務種別

1
太田川河川事務
所

広島西部山系白石２号
砂防堰堤詳細設計業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

－ － 1:1

2
太田川河川事務
所

太田川河川事務所管内
電気通信施設設計業務

土木関係建設コ
ンサルタント業
務

本業務は、管内の電気通信施設（鉄塔耐震診断、放流警報設
計、カメラ移設設計等）の設計を行う業務である。

5 － － 1:1



◇【一般競争入札／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇一般競争入札（総合評価落札）方式   標準型
※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
者

事務所名 業務名
業務概要

（履行場所、目的、内容）

評価テーマ公
示
時
期

（
月

）

提出された技術提案書の評価 備　　　考
（ページ・番号）

満点

評価ウェート

技術提案書の評価

評
価
割
合

太田川及び小瀬川の日常的な河川状態の把握や堤防等の点検によ
る状況を把握するとともに、これに対応する対策案の検討を行う。

N0

1
太田川河川事
務所

太田川・小瀬川堤防等評価
業務

土木関係建設コン
サルタント業務

業務種別

5
太田川・小瀬川の特性を踏ま
えた巡視・点検・修繕のあり
方について

－ 1:2



◇【一般競争入札／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇一般競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

－ 1:1-

満点

提出された技術提案書の評価

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

1
中国技術事務
所

技術テーマ整理検討業務
土木関係建設コンサ
ルタント業務

本業務は、発注者が収集するH26技術ニーズについて整理し、課題
の抽出を行う。さらに重点的に取り組むべき課題については、予備調
査を実施し、その結果を踏まえて評価資料を作成するものである。

5

評価ウェート
参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
者

技術提案書の評価

備　　　考
（ページ・番号）

公
示
時
期

（
月

）

評
価
割
合

評価テーマ

N0 事務所名 業務名 業務種別
業務概要

（履行場所、目的、内容）
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